
Highlights

IBM Power

企業のAI向けに構築されたプラットフォーム

経営幹部の85％が、AIはビジネスモデルの革新を可能にすると回答し、89％が製

品・サービスのイノベーションを促進すると回答しています。1今日の顧客はシー

ムレスな体験と迅速な回答を求めており、これらの体験を提供できない企業は競争

で後れを取るリスクがあります。生成AIへの投資は今後数年で大幅に増加すると予

想されていますが、依然として全体のAI支出に占める割合は小さく、多くのエン

タープライズの意思決定者は、AIをスケールさせることが競争優位につながること

に同意しています。

特に生成AIにおいて、アイデア段階から実運用への移行が進む中で、企業は信頼性

が高く、ハイブリッドで柔軟性のあるインフラストラクチャーと、信頼できる洞察

を提供する環境を選択したいと考えています。IBM® Powerは、エンタープライズ

向けAIワークロードのために、高速で柔軟かつ安全なプラットフォームを提供しま

す。さらに、Powerをお使いのお客様はサーバー上に貴重なデータを保有しており、

それによりエンタープライズ・データから信頼できる洞察を得て、AIが提供するメ

リットを享受することが可能です。

IBM® PowerのAI

AIの効率化：

高性能でAIモデルを実行し、

ソリューション・アーキテク

チャーを簡素化して、規模の

経済を実現します。

柔軟にAIを編成：

ハイブリッドクラウド・イン

フラストラクチャーをシーム

レスに消費し、リソースを柔

軟に利用できるメリットを享

受して、エンタープライズと

オープンソースのAIソフト

ウェアを組み合わせられます。

AIとデータの保護：

AIとデータを集中管理するこ

とでサイバーエクスポー

ジャーとリスクを最小限に抑

え、全レイヤーでAIワーク

ロードを安全に保ち、高度な

暗号化でデータを保護します。
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IBM Power上のAIをお勧めする理由

AIの効率化

AI向けに最適化されたハードウェアとソフトウェアによって、クライアントはAI

ワークロードを効率化できます。データサイエンティストがコード変更をする必要

もなく、追加設定なしで直接最適化を実現できます。

• 性能向上：IBM Powerハードウェアは、Matrix Math Accelerator（MMA）

と呼ばれるオンチップ・アクセラレーションを含む、AIワークロードに最適

化された機能を備えています。Powerの大容量メモリーと高い並列処理能力

と相まって、これらの差別化要素により、AIワークロードを効率的かつコス

ト効果の高い形で加速できます。大規模言語モデル（LLM）では、Power 

S1022サーバーを使用することで、ピーク時に40人の同時ユーザーでx86プ

ロセッサーベースのサーバーと比較して、1秒あたり最大42％多くのクエ

リーを一括処理でき1、推論レイテンシーも1秒未満で実行可能です2。

• 高性能で持続可能なプラットフォーム上でAIを実行：Power10プロセッサー

ベースのサーバーは、x86プロセッサーベースのサーバーと比べてワットあ

たりの推論性能が39％向上し、持続可能性の向上に貢献します3。

• 経済性の向上：お客様は、Powerプラットフォームの並列推論機能と高い稼

働率を活用することで、Power S1022上のCloud Pak for Dataで並列推論を

実行した場合、同等のx86プロセッサーベースのサーバーと比較して、3年間

の総所有コスト（TCO）を51％低減できます4。

• 成長するエコシステムを活用しAIソリューションを拡張します

柔軟にAIを編成

IBM Powerは、クライアントがAIワークロードを必要な場所と方法で作成し実行で

きるよう選択肢を提供するために、以下を備えています。

• スムーズなハイブリッド・インフラストラクチャー： オンプレミス、プライ

ベートクラウド、マネージドクラウド、パブリッククラウドのいずれでも、

インフラストラクチャー、オペレーティング・システム、仮想化、ソフト

ウェアの全レイヤーで一貫性を保つように構築されています。

• 柔軟性のある消費モデル：ワークロードを実行する場所に関わらず、インフ

ラストラクチャー

• とプラットフォーム・ソフトウェアの従量課金ライセンスを提供しています。

• AI向けのエンタープライズ・ソフトウェアとオープンソース・ソフトウェア

の組み合わせ：ビジネス・ニーズに最適なAIワークロードを作成するための

構成要素の選択肢を提供します。

AIとデータの保護

企業のお客様が懸念しているのは、安全性、リスク、脆弱性、コンプライアンスに

ついてですが、これらはすべて懸念が高まっている分野です。AIモデルは機密デー

タを大規模に処理する可能性があるため、適切なデータ・ガバナンスとセキュリ

ティーの仕組みでデータを保護する必要があります。

• Powerの透過的メモリー暗号化機能で暗号化を簡素化し、徹底したセキュリ

ティーをサポートします。ハードウェア機能を使用するため性能に影響せず、

スムーズなユーザー・エクスペリエンスを実現します。

• オンチップ暗号化アルゴリズム・アクセラレーションを利用しており、デー

タをデバイス外のアクセラレーターに送信する必要がないため、レイテン

シーを最小限に抑えて暗号化を強固にします。このためPower10および

Power11のプロセッサーベースのサーバー上では、Advanced Encryption 

Standard（AES）や、SHA2、SHA3などのアルゴリズムを高速に実行できま

す。

• x86プロセッサー・ベースのサーバーに関連するハイパーバイザーに比較し

て共通脆弱性識別子（CVE）が桁違いに低い、安全な仮想マシン（VM）分離

を使用して、アプリケーションとデータを保護します。

• セキュリティーとコンプライアンスのプロファイルとリアルタイムの更新：

PowerSCの機能では、セキュリティーとコンプライアンスを一元的に管理、

監視、レポート、視覚化でき、GDPRなどのコンプライアンス監査をサポー

トします。

42％
LLM使用中に同時ユー
ザー数40人の最大負荷
時、IBM Power S1022
サーバー上ではX86のプ
ロセッサーベースのサー
バーと比較して、1秒あ
たり42％多くのクエリー
を一括処理できます。

51％
Power S1022上でCloud 
Pak for Dataによる並列
推論を実行した場合、同
等のx86プロセッサー・
ベースのサーバーと比べ
て、3年間の総所有コス
ト（TCO）が低減しま
す。
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IBM Power上のAI機能

IBM Cloud Pak for Data

IBM Powerの企業向けAIソリューションには、IBM Cloud Pak for Dataが含まれま

す。IBM Cloud Pak for Dataは、データ分析、編成、および管理のための統合化ソ

フトウェア・コンポーネントのモジュラー・セットです。IBM Power上のIBM 

Cloud Pak for Dataには、Watson、Apache、Db2、Red Hatの多彩なコンポーネ

ントが含まれており、Cloud Pak for Data内でのデータ分析タスク高速化に役立ち

ます。今後も成長を続け、Power上で利用できるCloud Pak for Dataの機能とサー

ビスを増やしていきます。

オープンソース・ソリューション

IBM Powerでは、コミュニティーと企業がサポートするオープンソースのAI機能を

提供しています。PowerのオープンソースAIソリューションは、RocketCEと

Rocket AI Hub for Powerを通じて提供されます。RocketCEは、Power向けに最適

化され、チップ内アクセラレーションを活用するオープンソースAIツールのパッ

ケージで、Rocket Software社の公開Anacondaチャネル

（https://anaconda.org/rocketce/repo）から入手できます。Rocket AI Hub for 

IBM Powerは、自由に利用できるベスト・オブ・ブリードの統合型オープンソース

AIプラットフォームのツール・セットであり、Katib、Kubeflow、Kubeflow 

Pipelines、KServe、RocketCEなど、すべてIBM Power向けに最適化されていま

す。すべてのツールはコンテナ・イメージとして提供され、Red Hat OpenShiftな

どのKubernetesベースの環境で動作します。ツールはすべてKubeflowを介して統

合され、Powerプラットフォーム独自のAIハードウェア機能を活用するために最適

化されています。

IBM watsonx

市場が生成AIユースケースに基盤モデルの導入を続ける中、Powerもwatsonxを使

用した生成AI機能の提供に向けて調整し、基盤モデルの推論機能を提供できる体制

を整えています。これらの機能を使用すれば、生成AIユースケースの展開や、顧客

体験の向上、生産性向上、ビジネス・プロセスの最適化を行えます。Powerのオン

チップ・アクセラレーションを活用した生成AIで、IBMのお客様に、他とは違った

エクスペリエンスをご提供します。市場が進化しコンピューティング要件が変化す

る中で、Powerの使命は、費用対効果が高く持続可能で、レジリエンスがあり安全

な方法で、要求を満たすプラットフォームをお客様に提供することです。IBMは、

watsonx.dataをPower上で提供し、お客様がAIおよび分析向けに機密性の高い企

業データを大規模にアクセス・変換・管理できるようにする予定です。

Spyre on Power

IBMは、IBM Spyre AcceleratorをPower11製品に組み込んで、追加のAIコン

ピューティング機能を提供する予定です。Power11プロセッサーとSpyre 

Acceleratorは、要求の厳しいAIワークロードを企業向けに実現する次世代のイン

フラストラクチャー拡張を可能にするように設計されています。Spyre 

Acceleratorは、複雑なAIモデルと生成AIユースケース向けにスケーラブル機能を

提供する、専用のエンタープライズ・グレード・アクセラレーターです。新しいア

クセラレーターは、32個の個別のアクセラレーター・コアが搭載されており、各

Spyre AcceleratorがPCIeカードに取り付けられています。

Red Hat OpenShift

IBMのお客様のためにAIへの取り組みをサポートするワークロードに加えて、Red 

Hat OpenShiftの進歩がAIソリューション・アーキテクチャーに影響を与えます。

一例として、マルチアーキテクチャー・クラスター（MAC）のサポートなどの

OpenShift機能の導入が挙げられます。MACを使用すると、x86とIBM Powerの両

方のコンピュート・ノードで、マルチアーキテクチャーOpenShiftクラスターを利

用できるようになります。この機能によって、IBMのお客様は、さまざまなアーキ

テクチャーの強みとメリットを活用して適切な場所にワークロードを導入し、ワー

クロード導入の柔軟性を最大限に活用してメリットを享受できます。

スムーズなハイブリッド・
プラットフォーム（オンプ
レミスとクラウド）と組み
合わせた、ベスト・オブ・
ブリードのエンタープライ
ズ・ソフトウェアとオープ
ンソース・ソフトウェアを

柔軟に選択
できます。

https://anaconda.org/rocketce/repo
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結論

IBM Powerをお使いのお客様は、PowerのオンチップAIアクセラレーションを活用

したAI機能スイートを利用し、エンタープライズ・ソリューションとオープンソー

ス・ソリューションの両方のニーズに対応して、今日のAI市場の重要な要因をター

ゲットにできるようになりました。これらの機能によって、お客様は、ますます増

加する多様なデータから実用的な洞察を引き出して、最も重要なビジネス課題に今

すぐ取り組むことができます。

IBMは、AI、特に生成AIを、企業に合わせてカスタマイズする必要があると考えて

おり、これを以下の信条に盛り込んでいます。

• オープン：最高のオープンソース・テクノロジーに基づく基盤を提供し、ク

ライアントがオープン・コミュニティーと多様なモデルを利用して迅速にイ

ノベーションを進められるようにします。

• 信頼：厳格なガバナンスと倫理を通じてセキュリティーとデータ保護を提供

し、ますます厳しくなる規制とコンプライアンスの要求に対応します。

• 明確な対象：企業固有のユースケースに合わせた設計で、クライアントに新

たなビジネス価値を提供します。

• 力を与える：クライアントが独自のモデルとデータを持ち込み、自社のAIソ

リューションを構築して企業全体に拡張し、導入を最大化できるように

します。

これらの原則は、AIのライフサイクル全体をカバーする以下の機能を通じて実現さ

れます。

• watsonx：AIとデータのプラットフォーム

• クラウドやオンプレミスのAI用インフラストラクチャー：IBM Cloud、IBM 

Power、IBM Z、IBM Storage

詳細情報

IBM Powerについて詳しくは、IBM担当者またはIBMビジネス・パートナーにお問

い合わせいただくか、ibm.com/jp-ja/powerをご覧ください。
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PrimeQAモデルを使用した質疑応答推論のIBM内部テストに基づく比較（https://github.com/primeqa、Dr. Decrモデルおよ

びColBERTモデルに基づく）。結果は2023年8月22日時点で有効で、実験室の条件下で実施されました。個々の結果は、ワー

クロードのサイズ、ストレージ・サブシステムの使用、その他の条件によって異なる場合があります。比較は、SMT 8を実行

しているIBM Power S1022（1x20コア／512GB）とIntel Xeon Platinum 8468Vベース（1x48コア／512 GB）システムで

の毎秒のスコア（推論）の合計スループットに基づいています。テストは、Python 3.10やPyTorch 2.0を含むPython環境お

よびAnaconda環境で実施されました。使用したPythonライブラリーは、PowerとIntel用にプラットフォームを最適化してい

ます。構成：バッチ・サイズ = 60、同時ユーザー数 = 40人。torch.set_num_threads（int）は、さまざまな負荷レベルにわ

たり最適化されています。

IBM Power S1022（https://www.redbooks.ibm.com/abstracts/redp5675.html）：40同時ユーザーで1秒あたり6.26件の

クエリーの推論処理。

比較対象x86システム：Supermicro SYS-221H-TNR（https://www.supermicro.com/en/products/system/hyper/2u/sys-

221h-tnr）：40同時ユーザーで1秒あたり4.4件のクエリーの推論処理。

モデルは社内データ・コーパスを用いてIBMによりファインチューニングされました。

2. PrimeQAモデル（Dr. DecrおよびColBERTモデルに基づく）を用いた質問応答推論のIBM社内テストに基づく。結果は

2023年8月31日時点で有効、実験室条件下で実施され、ワークロードサイズ、ストレージサブシステムの使用状況などにより

個別結果は異なる場合があります。テストはIBM Power S1022（2x20コア2.9-4GHz／512GB）、チップNUMAアライン済

み10コアLPARで実施。PythonおよびAnaconda環境（Python 3.10、PyTorch 2.0パッケージ含む）で実施。使用したPython

ライブラリーはPower向け最適化済みライブラリー。設定：SMT 2、torch.set_num_threads(16)、バッチ・サイズ＝1。

IBM Power S1022（https://www.redbooks.ibm.com/abstracts/redp5675.html）

PrimeQAモデル：https://github.com/primeqa

モデルは社内データ・コーパスを用いてIBMによりファインチューニングされました。

3. IBM内部テストに基づくデータサイエンス・コンポーネント（Cloud Pak for Dataバージョン

4.8のWML、WSL、Analytic Engine）をOpenShift 4.12上で評価。結果は2023年11月17日時点で有効であり、実験室条件下

で実施されました。個々の結果は、ワークロードのサイズ、ストレージ・サブシステムの使用、およびその他の条件によって

異なる場合があります。2. ワークロードはリアルタイムの不正アクセス検知ロジック・フローを模倣します。JMeterは、さま

ざまなユーザーIDとカード番号の組み合わせに対してクレジット・カード取引を送信するために使用されます。Cloud Pak for 

Dataのデプロイメント・スペースでマイクロサービスとして実行される推論アプリケーションは、ユーザーIDとクレジット・

カード番号を抽出し、それらを使用して、同じくCloud Pak for Dataクラスター内で実行されているDb2データベースから、

同じユーザーとカードの組み合わせによる過去の6件のトランザクションを検索します。次に、データベースから取得した

データが新しいエントリーと組み合わされ、LSTMモデルに渡されて、最新のトランザクションが不正であるかどうかを判断

します。スコア（0から1の間の値）は、そのトランザクションが詐欺である可能性が高いかどうかを示す指標としてJMeterク

ライアントに返却されます。3. PowerとIntelの両システムに使用される測定値は、96個の推論エンドポイントに対して192個

の現在のスレッド（1 スレッドは1人のユーザーを表す）を実行したときに、JMeterによって報告されるスループット結果

（スコア／秒）です。

4. Power10 S1022は合計40物理コア、RAM 2TB（マシンタイプ9105-22A）。このシステムには7つのLPARがあり、各マス

ター・ノードは2コア・RAM 32GBの3台、各ワーカー・ノードは10コア・RAM 490GBの3台、bastionノードは4コア・RAM 

128GB。各ノードのブート・ドライブにはローカル800GB NVMeドライブを使用し、bastionノードで稼働するNFSサーバー

用ストレージには1.6TB NVMeを使用。100Gイーサネット・アダプターはSR-IOVで仮想化され、各LPARはネットワーク帯域

の10％を割り当て。各LPARのCPU周波数は3.20GHz～4.0GHzで稼働。3台のワーカー・ノードはSMT 4モードで、マスター

およびbastionノードはSMT 8モードで動作。5. IntelシステムはXeon Platinum 8468Vで、物理コア96、RAM 2TBを搭載。

KVMホストには2コアと32GB RAMが割り当てられ、7台のKVMゲストをサポート。その内訳は、3台のマスター・ノード（各

4コア・32GB RAM）、3台のワーカー・ノード（各24コア・490GB RAM）、1台のbastionノード（4コア・128GB RAM）。

各ノードのブート・ドライブにはローカル1.6TB NVMeを使用し、bastionノードではNFSストレージ用に1.6TB NVMeを使用。

100Gイーサネット・アダプター1基をSR-IOVで仮想化。各KVMゲストはCPU周波数2.40GHz～3.8GHzで動作。全ノードは

RHEL CoreOS KVMゲストとして、ハイパースレッディング有効でサーバー上で動作。価格は以下に基づく：Power S1022

（4ページ参照）一般的な業界標準Intel x86（例：5ページ、https://www.synnexcorp.com/us/govsolv/pricing/）IBMソフ

トウェア価格：https://www.ibm.com/jp-ja/downloads/cas/DLBOWBPK
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